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書を評する
　昨夏、2 冊の新刊書の書評を依頼された。「大したことは書けませんが」といいつつも、
ありがたく引き受けた。2 冊とも、私自身が専門とする領域の調査・研究にとって重要
な技法である、フィールドワークに関わる書物であった。いずれのタイトルにもこの言
葉が含まれていた。
　一冊は若手の研究者が執筆陣であり、初学者に対して、フィールドワークのノウハウ
を紐解くとともに、その面白さを伝える内容であった。学ぶべき新たな技法が随所に見
られた。シニアの立場から、自身の経験を通じて、「わたしの頃はこうだった」といいが
ちだが、本書をスタートラインとして理解しなければならないという考えに至った。た
だし、海外でのフィールドワークに対して、「構えなくとも大丈夫！」というメッセージ
には、警鐘を鳴らした。国によっては事前に調査許可を取得しなければならないことが
ある。調査コードが設けられたりしていることもある。国内以上に病気や怪我の心配を
しなければならない地域もある。「十分な準備と身を守る術を鍛えること！」というフレー
ズを加えてほしいと書いた。
　もう一冊は、発展途上の国でおおよそ 40 年間にわたって調査・研究を続けてきた研究
者の、自叙伝的な記録と呼ぶにふさわしい分厚い書物であった。「場所」を物語る内容で
あるが、地域への介入と貢献とのはざまに揺れる心の動き、フィールドに対する覚悟が、
「わたし」を通じて語られた、と読んだ。1990 年代の初めに、同じ国の小村をわずかば
かり経験し、能天気なレポートを書いたことのある身を恥じ入るばかりであった。とは
いえ、同じジェネレーションの著者に対して、「時代を共有することができて本当に嬉し
かった」と付け加えずにはおれなかった。大した書評はやはり書けなかった。最後は「紙
数の都合上」という無責任な言葉に転嫁した。
　一冊の書物に繰り返し目を通し、そのたびに新たな「読み」を発見することから、し
ばらくの間、遠ざかってしまっていた。線を引きまくった書物をもう一度読むために、
新しい同じ本を購入する人もいるという。そこまでは到底至っていないものの、読んで
みる楽しさを 2 冊の書物からプレゼントされた気分に浸った。
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